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　本校は今年で創立40年目を迎えま

す。校内は四季折々の花や樹木に囲ま

れ、広い運動場があり、環境に恵まれた

学校です。

　令和元年（2019年）から５年かけて

行われる予定だった文部科学省が進め

る「GIGAスクール構想」。新型コロナ感

染拡大の影響により、前倒しで進めら

れるようになりました。令和３年度か

ら本市の全ての小中学校で、児童生徒

に１人１台のタブレット端末が貸与さ

れ、本校でも日々の授業で利活用するよ

うになりました。

　タブレットを使った新しい学習に子

どもたちは興味津々です。この新たな

教育のありかたは多様な子どもたちを

誰一人取り残すことない公正に個別最

適化された学びや創造性を育む学びに

寄与するものであり、全ての子どもた

ちの可能性を大きく広げるものです。

　本校でも、導入当初は子どもにとっ

て最適な学びに向けてどのように使っ

GIGAスクール構想のGIGA（ギガ）とは
Global and Innovation Gateway for Allの略で、「すべての子どもたちのための世界規

模的かつ技術革新的な出入り口」という意味になります。

具体的にどういうこと？
「児童生徒１人１台端末」「高速大容量の通信ネットワークの整備」を一体的に整備すること

で、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化された教育ICT（情報通信

技術）を実現するものです。未来を担う子どもたち一人一人に対して、これからの時代に求めら

れる資質・能力を育成するために、「GIGAスクール構想」が策定されました。

新たな社会を見据えた
「GIGAスクール構想」

芦屋市では、各学校で情報活用能力体系

表を作成し、発達段階に応じてさまざま

な教科の中で情報活用能力の育成に向け

て取り組んでいます。

情報社会では、一人一人が情報化の進展

が生活におよぼす影響を理解し、情報に

関する問題に適切に対処し、積極的に情

報社会に参加しようとする創造的な態度

が大切です。

誰もが情報の送り手と受け手の両方の役

割を持つようになるこれからの情報社

会では、情報がネットワークを介して瞬

時に世界中に伝達され、予想しない影響

を与えてしまうことや、対面のコミュニ

ケーションでは考えられないような誤解

を生じる可能性も少なくありません。こ

のような情報社会の特性を理解し、情報

化の影の部分に対応し、適切な活動がで

きる考え方や態度が必要です。

そのため、今後は更に学校・家庭・地域と

連携を図り、子どもたちに情報モラルを

身につける指導「情報モラル教育」を適切

に行う必要があります。

今後ICTを効果的に活用するために

情報モラル教育

※ICTとは「Information and Communication Technology」の略
「情報通信技術」と訳され、コンピュータを使うだけでなく、ネットワークを活用して情報や知識を

共有したり、コミュニケーションをとることも含めた幅広い言葉です。

これまでの
教育実践の蓄積 I C T ※

学習活動の一層の充実
主体的・対話的で深い学び
の視点からの授業改善

これまでの教育実践と最先端のICTのベストミックスを図ることにより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教師・児童生徒の力を最大限に引き出す
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打出浜小学校　浦山佳代  校長

ていけばいいのか、戸惑いはありまし

た。「まずは私たち、教師自身がさわっ

てみましょう。」と担当者の声かけのも

と、教職員みんなで、試行錯誤を重ねな

がら取り組みました。大切なことは「１

人１台のタブレット端末を使って何か

しよう」ではなく、「多様な学習や活動

の学びを広げ、主体的に考えを深める

ために有効に活用すること」です。現在

は各学年・各学級で「個別最適な学び」

「協働的な学び」といったねらいを踏ま

えながら、教科書や資料集などと並行

して利活用しています。あくまでもタ

ブレット端末は、学習用具の一つだと

考えています。

　「Society5.0」といわれる新たな社会

を歩んでいく子どもたちの将来を見

据えて、教育も変化・進化していかな

くてはなりません。学校と家庭・地域

と行政が一体となり、子どもに必要な

教育を考え、日々の実践を大切に取り

組んでいきたいと思っています。


